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１ 目的 

 平成 25 年 11 月に国の「インフラ長寿命化基本計画」（インフラ老朽化対策の推進

に関する関係省庁連絡会議決定）が策定され、本市においても平成 29 年 3 月にみよし

市公共施設等総合管理計画「以下「総合管理計画」という。」が策定されました。 

 みよし市集会施設個別施設計画（集会所）「以下「本計画」という。」は、本市の集

会所について、総合的な観点から建物の維持管理を事後保全的な管理ではなく予防保

全的な管理とし、建築物の長寿命化を図るとともに、施設の老朽化に伴う維持修繕費

等の財源負担を平準化することを目的とします。 

 

図 1 みよし市における本計画の位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

みよし市総合計画 

みよし市まち・ひと・しごと創生 

【人口ビジョン・総合戦略】 

みよし市公共施設等総合管理計画 

公共建築物 インフラ資産 

みよし市集会施設個別施設計画 

（集会所） 

【個別施設計画：長寿命化計画】 
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２ 対象施設 

(1) 三好丘集会所 

(2) 三好丘旭集会所 

(3) 三好丘桜集会所 

(4) 三好丘緑集会所 

(5) 上ヶ池集会所（サンフレンド） 

(6) 東山集会所（サンヴィッツ宝栄） 

(7) 高嶺集会所（高嶺会館サンファミリー） 

(8) 平池集会所（平池会館サンピース） 

(9) 莇生南集会所（※1） 

(10) 旭の家（※1） 

(11) 新屋集会所（ミレニアム東山台）（※1） 

 

 

３ 計画期間 

 本計画の計画期間は、みよし市公共施設等総合管理計画（２０１７年度（平成２９

年度）から２０５６年度（令和３８年度）までの４０年間）との整合性を図るため、

２０１９年度（令和元年度）から２０５６年度（令和３８年度）までの３８年間とし

ます。 

※1 行政区における活動拠点施設に対する市側の支援は、１行政区に対して１拠点施設としており、当該

施設の修繕を含む維持管理に係る費用は、行政区の負担により実施してもらうこととしているため、長寿

命化に係る計画は策定しないものとする。 
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４ 施設の状況 

(1) 集会施設の設置状況 

名称 

所在地 
建築年度 延べ床面積 構造等 

三好丘集会所 

三好丘七丁目 11 番地 1 
平成 3 年度 166 ㎡ 鉄骨造平屋建て 

三好丘旭集会所 

三好丘旭二丁目 14 番地 2 
平成 5 年度 166 ㎡ 鉄骨造平屋建て 

三好丘桜集会所 

三好丘桜三丁目 4 番地 5 
平成 6 年度 166 ㎡ 鉄骨造平屋建て 

三好丘緑集会所 

三好丘緑三丁目 8 番地 22 
平成 6 年度 166 ㎡ 鉄骨造平屋建て 

上ヶ池集会所 

（サンフレンド） 

三好町上ヶ池 26 番地 246 

平成 6 年度 178 ㎡ 
鉄骨鉄筋コンクリー

ト造平屋建て 

東山集会所 

（サンヴィッツ宝栄） 

明知町宝栄 108 番地 4 

平成 11 年度 184 ㎡ 鉄骨造平屋建て 

高嶺集会所 

（高嶺会館サンファミリー） 

打越町新池浦 63 番地 2 

平成 10 年度 177 ㎡ 鉄骨造平屋建て 

平池集会所 

（平池会館サンピース） 

三好町平池 19 番地 

平成 9 年度 166 ㎡ 鉄骨造平屋建て 

※各行政区の負担により維持管理を実施している施設 

莇生南集会所 

莇生町郷 81 番地 
平成 4 年度 68 ㎡ 鉄骨造平屋建て 

旭の家 

福谷町下り松 160 番地 
昭和 51 年度 84 ㎡ 木造平屋建て 

新屋集会所 

（ミレニアム東山台） 

東山台 17 番地 1 

平成 12 年度 209 ㎡ 鉄骨造平屋建て 
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(2) 過去の整備状況 

 

 

(3) 劣化点検結果状況 

莇生南集会所 1674 S 1 68 1992 H4 27 新 - - - - 長寿命 A A - - - 0 10,544,000

旭の家 1675 W 1 84 1976 S51 43 旧 済 済 - - 長寿命 A A A - - 0 11,664,000

三好丘集会所 1548 S 1 166 1991 H3 28 新 - - - - 長寿命 B B - - - 0 35,002,000

三好丘旭集会所 1553 S 1 166 1993 H5 26 新 - - - - 長寿命 A B - - - 0 32,953,000

三好丘桜集会所 1554 S 1 166 1994 H6 25 新 - - - - 長寿命 A A - - - 0 32,953,000

三好丘緑集会所 1552 S 1 166 1994 H6 25 新 - - - - 長寿命 A A - - - 0 32,953,000

上ヶ池集会所

　（サンフレンド）
1550 RC 1 178 1994 H6 25 新 - - - - 長寿命 A A - - - 0 57,530,000

新屋集会所

　（ミレニアム東山台）
1567 S 1 209 2000 H12 19 新 - - - - 長寿命 A A - - - 0 41,489,000

東山集会所

　（サンヴィッツ宝栄）
1681 S 1 184 1999 H11 20 新 - - - - 長寿命 A A - - - 0 36,527,000

高嶺集会所

(高嶺会館サンファミリー）
1682 S 1 177 1998 H10 21 新 - - - - 長寿命 A A - - - 0 34,939,000

平池集会所

　（平池会館サンピース）
1568 S 1 166 1997 H9 22 新 - - - - 長寿命 A A - - - 0 32,953,000
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５ 長寿命化対策 

(1) 基本方針と実施時期 

 施設の耐用年数は、経年による機能及び性能の劣化に対して計画的な補修等を

実施し、総合管理計画における普通品質の場合の目標耐用年数を次表のとおり定

めます。 

 また、施設の修繕時期についても、構造ごとに予防保全的な修繕(※注１)及び長

寿命化修繕(※注２)を次表のとおり実施します。 

構造 目標耐用年数 予防保全的な修繕 長寿命化修繕 

木造 ５０年間 １２年、３７年 ２５年 

鉄骨造 

８０年間 ２０年、６０年 ４０年 鉄骨鉄筋   

コンクリート造 

 

※注１「予防保全的な修繕」 

耐用年数を迎える建築附属設備（電気設備等）の更新に加え、定期的な点検の実施のもと、躯体の機

能に影響が及ぶ前に、屋上防水や外装塗装などの延命化対策を全面的に実施すること。 

※注２「長寿命化修繕」 

 耐用年数を迎える建築附属設備（電気設備等）の更新に加え、今後 40 年施設を使用することを見据

え、コンクリート中性化対策、鉄筋腐食対策及び耐久性に優れた仕上げ材への取替など、設備や躯体の

リニューアルを実施すること。 

 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

出典「学校施設の長寿命化計画策定に係る手引（平成 27 年 4 月 文部科学省）」を基に作成 

  

80年 
竣工 

予防保全的な修繕 

20 40 60 

長寿命化修繕 

（更新の６割） 

更新 

予防保全的な修繕 

 

80年間 

建物を良い状態に保ち、躯体の耐用年数まで使う。 

費用 

公共建築物(鉄骨造)の長寿命化のイメージ 
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(2)  長寿命化対策に要する費用 

 長寿命化対策に要する費用について、集会所は総務省の用途分類において「社会

教育施設」に分類されることから、総合管理計画に基づき鉄骨造及び鉄骨鉄筋コン

クリート造の予防保全的な修繕の単価を 150,000 円/㎡、長寿命化修繕の単価を

250,000 円/㎡とし、各施設の修繕の実施年度及び費用について別表１のとおりと

します。 

 

(3)  長寿命化対策の進め方 

 市内にある集会所のほとんどが、築２０年を経過しており、施設の老朽化が進ん

でいるため、予防保全的な修繕を実施する時期となっている。 

 今後、維持管理を実施している行政区と協議し、行政区拠点施設についての修繕

を進めていくこととします。 

 

 

６ 日常における施設管理 

 施設の長寿命化に向けて、日常の施設点検を実施し、また、通常の維持管理を実施

している行政区からも異常個所を発見した際に連絡を受けるなど、施設の老朽化の進

行状況の把握及び修繕を要する箇所の早期発見に努めるものとします。 

 なお、点検により修繕の必要性が認められる箇所が生じた場合においては、その緊

急性に応じた対応を検討していく。 

６ 


